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※発症した症状をチェックし、その余白に発症時刻を記入し、医師に情報提供するなどして活用してください。

①エピペン®を使用 

②救急車を要請 (119番通報) 

    →緊急時連絡先医療機関に連絡 

  →保護者に連絡 

③その場で安静を保つ 

  →歩かせない 

④その場で救急隊を待つ 

⑤可能なら内服薬を飲ませる 

⑥仰向けにして足を上げる 
 
 
 
 
 

①内服薬を飲ませ、 
  エピペン® を準備 
 

②速やかに医療機関を受診 
   (救急車の要請も考慮) 
 

③急速に進行する場合 
  →「緊急」の対応 
 

④座位にして会話をしながら 
  観察すると、急変に対する  
  判断・対応がしやすい 

 

①内服薬を飲ませる 
 
②「急速に進行する」又は 
  「悪化が予想される」場合 
  →「受診」「緊急」の対応 
 
③少なくとも１時間は観察 
   完全によくなるまで目を 
  離さない 
 
 

 
 
 緊急 受診 注意 

食物アレルギー緊急時対応マニュアル 

ⓒ埼玉県 

異変に気がついたら子供から目を離さない 

助けを呼び、人を集める 

下の症状から重症度を判定し、速やかに行動する 

迷ったらエピペン® を打つ！ 

 

ただちに１１９番通報 


